
団の平均顔 ･養育者強調顔をCG合成し,実験刺激を作成し,それぞれの顔刺激への注視時間を

検討した｡

実験の結果,ニホンザルではヒトと比べ既知頗発達が 3倍程度早いことが判明し,さらに

人工岬帝のニホンザルは自然的背よりも平均BTiへの好みが強いことが判明した.チンパンジーで
は,平均顔への好みの成立が遅いことが判明した｡この遅れは,本実験個体で,母親以外のチン

パンジー経験が比較的遅かったことを反映していると考えられる｡

以上の実験の結果,顔認純の益盤となる "平均顔''の形成は,視覚経験による影響が強く,

環境要因が重要であることを示唆するものであった｡

自由18

ニホンザルおよびチンパンジー新生児の社会的認知の発達に関する研究

板倉昭二 (京都大 ･文 ･心理)

自己の認識も社会的認知能力のひとつだと考えられる｡U.Neisserは､ヒト乳児は､極め
て早い時期に自己とそれ以外の環境物を区別しているとして､これを｢生態学的自己｣と呼んだ｡

Rochaいま実験的な分析により､このことを検証している｡本研究では､この ｢生態学的自己｣

がチンパンジー乳児に認められるか否かを､2つの実験､rootingrespomse実験とsucking実験､

を通して検討した｡なお､今回は､ニホンザル新生児の実験を遂行する機会がなかったので､チ

ンパンジーの結果について述べる｡rootingresponseの実験では､実験者がチンパンジー新生児

の手を取って､チンパンジー自身の指で口q)周辺に触れる条件 (self-stimulation条件)と実験

者が指で触れる条件 (externalstlmulation条件)をおこない､rootingresponseの生起を紋察

したo･その結果､チンパンジー新生児はexternalな刺激に対してはrootingresponseを示した

が､自己の刺激ではそのようなことが見られなかった｡Sucking実験では､人工乳首に庄センサ

ーを取り付け､suckingに音刺激のフィードバックを随伴させた条件と､音刺激をSuekingとは

関係なくランダムに提示する条件､またフィードバックに遅延を入れる条件で､suckingの生起

の仕方を分析したところ､音随伴条件では､suckingの圧が強くなり､遅延条件では､sucking

の感覚が短くなった｡以上のことから､チンパンジーにも｢生態学的自己｣が認められる可能性

が示唆された｡

自由19

チンパンジーの名前認知

獲辺 茂 (慶応大 ･文)･山崎由美子′(慶応大 ･社会学 ･心理)･

小鴨群三 (京都大 ･霊長研 ･認知学習)･魚住みどり (慶応大 ･文 ･心理)

ヒトと同様に､チンパンジーも自身の名前を呼ばれたときに何らかの反応を示すことが紋察

されている｡そこで本実験では､チンパンジーは自己の名前を認知しているのか､またその認知

が音声刺激としての名前に付随するヒトの姿という視党的な情報に依存しているかを検討した｡

実験 1､2ともに､被験体は､京都大学霊長類研究所のチンパンジー (Pantmglodjdes)成体 11

頭であった.2野i以上が屋外放飼場や東西サンルームにいる状況で､実験1では実験者が姿を見せ

た状態､実験2では実験者は姿を見せない状態で該当個体に名前を呼びかけ､そのときの該当個

体および同じ場所にいる他個体の反応･行動を観察､ビデオカメラにより記録･分析を行なった｡

実験1では､該当名と他個体名に対する反応率に有意差が認められ､話者の姿が見える状況では､
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